
大項目 小項目

・ 祈りを通して自己と向き
合う

・ 行事を通じてカトリック
精神を学び成長の糧とす
る

姉妹校との連携 ・ 各姉妹校へのビデオレ
ターでの交流

・ オンラインでの交流会の
実施

コースの特色を生かした
教育活動の展開

・ 生徒一人ひとりに応じた
きめ細やかな指導に取り
組む

A

各コースでのそれぞれの取
組について教員間の情報共
有を図ることができた。

情報公開 ・ 学校HPの充実にる適切な
情報発信

A

学園ＨＰは適切な頻度で更
新されている。情報発信に
ついてはタイムリーなもの
となるようスピーディーに
行う。

・ 保護者会との連携を充実
させる

・ 保護者への情報提供

・ 12校園連絡会で地域学校
との情報交換の充実

・ 地域町内会との連携

「しらゆりの教育」の情
報発信

・ オープンスクールの充実

B

オープンスクールは実施方
法を見直しコロナ禍対応と
することで例年以上の中学
生の参加者数となった。

家庭との連携

B

保護者会総会はコロナ禍に
より中止、定例会も縮小し
ての実施となった。行事等
も制限されたためオンライ
ンでの実施等検討する。
メール配信での保護者への
情報提供は、細やかに行う
ことが出来ている。

特色ある学校
づくり

Ａ

各種行事がコロナ禍により
中止となる中、クリスマス
や修養会等宗教的な行事は
実施することができた。

C

コロナ禍により修学旅行は
中止となったが、ビデオレ
ターやオンラインでの交流
を通して全国にある姉妹校
との交流は継続することが
できた。今後も交流を通し
て白百合の生徒としての意
識向上を図る。

建学の精神の実践（カト
リック精神に基づく教育
の推進）

総括表

評価項目
評価の観点・目標 具体的な方策 評価 成果と課題

令和2年度　学校自己評価

八代白百合学園高等学校

学校教育目標

今年度の
重点目標

・多様な生徒各々に応じた学力向上を図り、進学実績を向上させる
　（生徒の可能性を見極め一人ひとりが進路目標を達成できるようサポート）
・アウトプット力の養成
　（思考力・判断力・表現力を培う）
・部活動・生徒会活動の振興、社会性とリーダーシップの養成
　（地域と連携した活動）
・特別支援教育の充実
　（建学の精神を基盤にした、特別支援教育・共生教育の充実）

　キリスト教精神に根ざした価値観を養い、地域社会・国際社会に奉仕・貢献で
きる女性の育成に取組む。

　～かけがいのないいのちを生きる存在であることを意識し、自らの可能性の
　　実現に向けて挑戦しよう～

　・自分と同じように他者のいのちも大切にしよう
　・互いに学びあうことを通して、仲間とつながる喜びを体感しよう
　・身近な集団や地域社会・国際社会の中で、自分ができることを見つけ、
　　心から喜んで行動しよう

学
校
経
営

開かれた学校
づくり

地域との連携

C

地域と連携しての活動が制
限される中、地域町内会と
の奉仕活動に取り組んだ。



大項目 小項目

・ 学力診断により生徒それ
ぞれに対応した指導を行
う

・ 学び直しを実施し、基礎
学力の定着を図る

学習習慣の
確立

学習習慣の定着 ・ 自律学習への構えをつくる

B

家庭学習課題について内容
や方法を工夫することで家
庭学習の充実を図りたい。

教員の指導力
向上

教科指導力の向上 ・ わかりやすく生徒を引き付
ける魅力ある授業の実践

B

授業での実践を教員間で共
有することで授業力向上に
努める。

進路意識の向上 ・ 進路ガイダンスの実施

・ 進路講演会の実施

・ 面談の充実

インターンシップの活性
化

・ インターンシップマッチ
ングの強化と内容の充実

B

コロナ禍により実施はでき
なかったが、外部機関との
連携によりオンラインでの
デモンストレーション等を
体験することができた。イ
ンターンシップの活用だけ
でなく職業観の涵養を図る
機会を充実させる。

品格ある白百合生として
のマナー指導

・ 挨拶、服装、時間の厳守
等ルールとマナーが身に
つくよう整容指導の徹底

Ａ

挨拶は多くの生徒は指導の
必要なくできている。教室
の整理整頓等凡事を徹底す
ることで社会性を身につけ
させる。教職員自らが範を
示すことができるよう意識
向上を目指す。

交通安全教育の充実 ・ 通学時の街頭指導を行う

・ 通学時のスマートフォン
使用指導の徹底

安全安心な環
境づくり

いじめの未然防止、早期
発見、早期対応

・ アンケートの実施

Ａ

いじめは本校では「ない」
ではなく「起こるかもしれ
ない」という共通意識のも
と日頃から教員間での情報
共有に努めている。

特別支援体制の強化 ・ スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワー
カーの有効活用及び関係
機関との連携強化

・ 個別の教育指導・支援計
画の策定

・ ケース会議の充実

・ 保護者との連携強化

進路目標実現

B

コロナ禍によりガイダンス
等実施の機会は減少した。
進路意識向上のため、学年
ごとに自己分析や進路学習
を段階的に行うことで、自
分の適正と興味のある進路
への理解を深め、目標をよ
り具体化できるような指導
を展開する。

基礎学力の
向上

個々の生徒の実態の把握
による対応

Ａ

学力診断テスト結果を活用
し個々のレベルに応じた指
導を行った。また、基礎学
力定着のためマナトレを活
用し、結果に応じて補講を
行うなど、よりきめ細やか
な指導を実施した。

評価項目
評価の観点・目標 具体的な方策 評価

学
習
指
導

進
路
指
導

成果と課題

生
徒
指
導

特別支援教育 Ａ

個々の生徒についての情報
共有を強化し、スクールカ
ウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携に
より、対応を充実させるこ
とが出来ている。今後は遠
隔でも授業参加が可能とな
るようICTの活用等について
も検討を行う。

Ａ

スマートフォン等の使用に
ついて自転車利用や公共交
通機関利用等通学手段に応
じた指導を徹底した。また
登校時、通勤時間と重なり
事故の危険性がある箇所で
の街頭指導を定期的に行っ
た。

生活指導



大項目 小項目

韓国姉妹校との交流 ・ 年2回の交流を展開する

その他の国際交流 ・ 「総合的な探究」での韓
国語講座の実施

奉仕活動への理解を深める ・ ボランティア活動への積
極参加を促す

心豊かな生徒の育成 ・ 各種支援施設との交流

・ 校内献金活動を通して他
者への慈愛の精神の醸成

地域奉仕プロジェクトへ
の参加

・ 地域貢献の意義を学ぶ

部活動の活性化 ・ 全国レベルの部活動への
活動環境整備

・ 部活動を通じての地域貢
献活動

来年度入学者より実施するコース改編により、生徒それぞれが高校生活を充実させながら、より高い
進路目標実現のために生徒一人ひとりに対してのきめ細やかな指導を充実させる。

令和４年度からの「新学習指導要領」施行に合わせ、新コース制度等独自の教育活動を実現すること
ができるカリキュラムとなるべく準備を行う。

ICT教育のための設備・環境を整備についても早急な導入に向けて検討する。
合わせて教育と校務のICT化の推進を図る。

部活動 Ａ

コロナ禍により活動が制限
される中でも自己研鑚や
チームでの活動にそれぞれ
が取組むことができた。

次年度への課題および改善点

特
別
活
動

国際交流の
推進

Ｃ

コロナ禍により交流は中止
となった。当面、状況に
よっては直接の交流機会が
できないことも想定される
ため、オンラインでの交流
等を通じて継続できるよう
に姉妹校と連携を図る。

インターアク
トクラブ活動
の推進

B

担当地域ロータリークラブ
の協力により、インターア
クトクラブ活動を生徒会が
中心となり取り組んでい
る。地元での活動に限定さ
れてしまったが、活動体験
を通じて社会奉仕の理解を
深めることができている。

ボランティア
活動の推進

Ａ

令和２年７月豪雨災害時に
は、避難所での支援物資の
仕分けや清掃活動などを学
校全体の取組として行っ
た。

A 達成できた、B 概ね達成できた、C あまり達成できなかった、D 達成できなかった

評価項目
評価の観点・目標 具体的な方策 評価 成果と課題


